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改革改善
の考え方

①問題
点

委託金の削減及び投票率の低下。

②改革
提案

投票事務従事者に一般市民を活用するなど選挙が身近に感じられ自治意識の向上につなげる取り組みが必要であ
る。また、選挙事務費の低減を図るため、投票事務従事者に臨時職員を任用していく。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・県選管へ報告する案件もなく適正な選挙執行が実施できた。
・とりわけ投票事務については、マニュアルの見直し、投票事務主任説明会の複数実施等により入念な準備ができたため問
題なく執行できた。

総事業費①+② 0 37,765 37,320 0

800

臨時職員所要時間

一般財源

人件費計（千円）② 0 2,861

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金 37,765 34,459

事業費計（千円）① 0 37,765 34,459 0 〔26特定財源〕衆議院議員選挙委託金

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　選挙期日　平成26年12月14日（公示日：平成26年12月2日）
２　投票所数　67箇所。上村・南信濃地区は午後7時まで、その他は午後8
時まで
３　期日前投票所
 　 5箇所（本庁、竜丘公民館、伊賀良公民館、上村自治振興センター、
　　南信濃地域交流センター）
　　本庁は12月3日～12月13日の全期間8：30～20：00
　　その他は12月9日～12月12日の4日間8：30～17：00

１　投票率（在外含む）
２　投票所数
３　期日前投票所数

１　55.63%
２　６７箇所
３　５箇所

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

衆議院の解散に伴い平成26年12月14日に衆議院議員総選挙を執行した。
全国を一つとした比例代表選挙と、長野県内5区の単位で選出する小選挙区選挙を実施した。
任期４年で定数480人（比例代表選出議員180人、選挙区選出議員300人）
同時に最高裁判所裁判官国民審査を実施した。
飯田市の投票所は67箇所。投票時間は、午前7時～午後8時まで（上村・南信濃地区は午前7時～午後7時まで）
期日前投票所は５箇所（本庁・竜丘公民館・伊賀良公民館・上村自治振興センター・南信濃地域交流センター）
期日前投票所における投票時間は、本庁は全期間8：30～20：00、その他は4日間8：30～17：00

成果
指標

選挙の管理執行上問題となった事項
（県選挙管理委員会へ報告を要する事例の件数）

0 0 0 0

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

在外選挙有権者数（在外選挙人名
簿登録者数）

61向上させたい上位施
策の成果指標

自治意識の向上

有権者数（≒選挙人名簿登録者
数）

83975

意図（どういう状態
にするか）

公職選挙法等に則って、選挙事務を適正に執行し、参議
院議員を選出する。

目
的

対象（誰・何を） 衆議院議員選挙有権者（在外登録者含む）

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 91 市民参画による協働の促進
基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

H27担当課等名 選挙管理委員会事務局 H27係等名 選挙係 H26係等名 選挙係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 26 終了 26
事務事業名 衆議院議員総選挙

会計 一般会計
54 8

事業種別 経常

9 施策№ 91 事業№


